
市 議 会 だ よ り 第２５３号（3） 2022年（令和４年）５月14日

　２月定例会では、８つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の名称、発言順及び

発言時間は次のとおりです。

　公明党（260 分）、創生市川（235 分）、無所属の会（210 分）、日本共産党（185 分）、緑風会第１（160

分）、立憲民主・社民（135 分）、自由民主党（135 分）、緑風会第２（135 分）

※ＱＲコードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。

見
直
す
他
、
必
要
に
応
じ
た
補

助
金
額
の
精
査
・
研
究
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

見
及
び
取
り
組
み
等
を
問
う
。

答　
３
年
度
は
、
３
校
で
目
指

す
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
た

他
、
小
中
一
貫
教
育
の
特
例
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
新
し
い

教
科
の
検
討
や
、
中
学
校
の
教

員
に
よ
る
小
学
校
６
年
生
を
対

象
と
し
た
算
数
の
乗
り
入
れ
授

業
等
を
実
施
し
た
。
授
業
を
体

験
し
た
児
童
・
教
員
か
ら
は
、

「
算
数
が
も
っ
と
好
き
に
な
っ

た
」
、
「
体
制
が
整
え
ば
来
年

度
も
実
施
し
た
い
」
等
の
肯
定

的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
他
、
保
護
者
に
対
す
る
意

識
調
査
で
は
、「
現
状
で
は
効

果
が
ま
だ
見
え
な
い
」
等
の
意

見
も
あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み

タ
を
平
成
29
年
か
ら
令
和
元
年

に
か
け
て
３
回
開
催
し
た
他
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
相

談
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
民

の
健
康
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
開
催
の
是
非

を
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
効
果
は
非
常

に
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
令
和
６
年
に
は
「
健
康
都

市
い
ち
か
わ
」
宣
言
か
ら
20
周

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携

に
よ
り
、
市
民
の
健
康
意
識
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
更
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
健
診
率
を
上
げ
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、

市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、

本
市
で
は
そ
の
た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み
が
見
え
て
こ
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
健
康
に

対
す
る
意
識
が
変
化
し
つ
つ
あ

る
今
こ
そ
、
健
康
意
識
を
高
め

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
健
康
フ
ェ
ス

問　
小
中
一
貫
教
育
に
対
し
て

は
、
教
員
の
負
担
が
増
え
る
、

中
学
生
に
な
っ
て
も
小
学
生
気

分
が
抜
け
な
い
等
の
課
題
が
指

摘
さ
れ
る
中
、
東
国
分
中
学
校
、

曽
谷
小
学
校
、
稲
越
小
学
校
の

３
校
が
連
携
・
協
力
し
て
小
中

一
貫
教
育
を
行
う
「（
通
称
）

東
国
分
爽そ

う

風ふ
う

学
園
」
が
令
和
３

年
４
月
に
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
１
年
間
で
寄
せ
ら
れ
た
意

〔
一
般
質
問
形
式
②
〕

（
通
称
）東
国
分

爽
風
学
園

〔
一
般
質
問
形
式
③
〕

健
康
意
識
向
上

の
取
り
組
み

〔
一
般
質
問
形
式
〕

市
内
鉄
道
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

〔
一
般
質
問
形
式
〕

ホ
ー
ム
ド
ア

の

設

置

に
運
用
し
て
い
く
予
定
な
の
か
。

答　
改
修
内
容
は
、
建
築
基
準

法
改
正
へ
の
対
応
と
し
て
の
特

定
天
井
等
の
改
修
や
、
ホ
ー
ル

の
座
席
拡
幅
、
ト
イ
レ
増
設
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
と
し
て
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
増
設
な
ど
で

あ
る
。
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い

て
は
、
最
新
の
舞
台
装
置
を
は

じ
め
各
設
備
を
充
実
さ
せ
た
こ

と
で
、
多
く
の
利
用
者
が
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
本
市
の
文
化

芸
術
振
興
の
新
し
い
流
れ
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま

た
、
旧
無
料
休
憩
室
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
形
態
で
利
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
運
用
し
て
い
く
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
自
動
音

声
振
り
分
け
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、

学
校
や
保
育
園
の
項
目
も
入
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
か
ら
の

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
自
治

会
等
で
は
思
う
よ
う
な
活
動
が

で
き
ず
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
る
な
ど
苦
慮
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
、
災
害
時
の

備
蓄
品
等
を
自
治
会
員
に
配
布

し
た
り
、
防
災
の
新
聞
を
発
行

し
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
。
地

域
の
絆
や
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
、
こ
の
よ
う
な
活
動
や
盆
踊

り
な
ど
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
再
開

に
向
け
、
自
治
会
等
が
努
力
し

た
割
合
に
応
じ
た
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
自
治
会
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
盆
踊
り
な
ど
大
規
模
な
地

域
活
動
が
再
開
さ
れ
る
際
に
は
、

自
治
会
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

補
助
制
度
の
見
直
し
も
含
め
支

援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
防
災
関
係
の
活
動

は
関
係
部
署
で
連
携
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
と
共
に
、
イ
ベ

ン
ト
で
使
用
す
る
備
品
の
購
入

費
等
の
経
費
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
支
援
補
助
制
度
を
活
用

し
て
も
ら
う
な
ど
、
自
治
会
活

動
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

声
を
聞
く
が
、
追
加
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
は
公

費
で
、
後
遺
症
の
治
療
は
自
己

負
担
と
な
る
が
、
自
己
負
担
に

対
す
る
支
援
策
と
後
遺
症
に
特

化
し
た
相
談
窓
口
の
体
制
整
備

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
自
動

音
声
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
保

育
園
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
調
整
し
て

い
く
。
ま
た
、
後
遺
症
治
療
の

自
己
負
担
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
後
遺
症
の
症
状
や
治
療
方

法
等
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
明
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
対
応

を
考
え
て
い
く
。
後
遺
症
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
あ
ん
し
ん
ホ

ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
中
で
対
応
し

て
い
る
が
、
医
療
面
や
生
活
支

援
等
の
幅
広
い
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
先
進
市
の
事
例
を
参

考
に
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
９

月
に
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
へ
学
習
用
端
末
を
配
布
し
、

小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
に
は

３
年
度
中
に
配
布
予
定
と
の
こ

と
だ
が
、
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
状
況
と
課
題
、
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
問
う
。
ま
た
、
学
校
内
の
無

線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
お
い

て
、
３
年
９
月
頃
、
一
部
で
繋

が
り
に
く
く
な
り
再
起
動
に
よ

り
改
善
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

原
因
の
究
明
に
向
け
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
学
習
用
端
末
は
４
年
２
月

に
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
へ

配
布
が
完
了
し
た
が
、
円
滑
な

活
用
の
推
進
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
１
人
１
台
の
学

習
用
端
末
が
日
常
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
う
と

共
に
、
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
の
増
設
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

調
整
し
て
い
く
。
ま
た
、
無
線

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
の
通
信

環
境
の
不
具
合
に
つ
い
て
は
、

運
用
保
守
委
託
業
者
が
現
地
に

赴
き
調
査
を
行
う
等
、
原
因
究

明
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

の
実
現
」
な
ど
５
つ
の
項
目
を

定
義
し
た
。
一
方
、
本
市
で
は
、

３
年
１
月
に
は
「
市
川
市
学
校

環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

宮
田
小
学
校
の
建
て
替
え
に
つ

い
て
は
こ
の
計
画
を
踏
ま
え
、

整
備
メ
ニ
ュ
ー
の
整
理
を
進
め

て
い
る
。
国
と
本
市
の
学
校
施

設
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
整
合

性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
今
後

は
、
新
し
い
学
び
を
実
現
で
き

る
学
校
と
な
る
よ
う
、
個
別
最

適
な
学
び
の
実
現
と
協
働
的
な

学
び
の
充
実
を
意
識
し
た
環

境
・
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
。

て
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
鉄
道
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
に
よ
る
段
差
の
解
消
は
、
市

内
16
駅
の
う
ち
15
駅
が
整
備
済

み
で
、
３
年
度
の
京
成
本
線
菅

野
駅
で
、
全
駅
整
備
が
完
了
と

な
る
。
転
落
防
止
対
策
と
し

て
、
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ

ク
設
置
は
全
駅
で
完
了
し
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ド
ア
は
都
営
新
宿

線
本
八
幡
駅
に
お
い
て
設
置
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
武
線
下

総
中
山
駅
南
口
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
は
、
船
橋
市
域

内
の
た
め
船
橋
市
が
主
体
と
な

り
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
市
川
市
民
の
利

用
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
も
協
調
し
て
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
動
向
を
注
視

し
、
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

幡
駅
、
市
川
駅
、
東
西
線
の
妙

典
駅
、
行
徳
駅
、
南
行
徳
駅
の

ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
時
期
と
市
の

費
用
負
担
割
合
を
問
う
。
ま
た
、

市
境
付
近
の
駅
は
隣
接
市
が
連

携
し
対
応
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
鉄
道
事
業
者
へ
補
助

を
行
う
自
治
体
を
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
の
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
東
京
圏

１
２
０
駅
程
度
を
整
備
予
定
で

あ
り
、
総
武
線
２
駅
に
つ
い
て

は
、
早
期
整
備
の
可
能
性
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
東
西
線

３
駅
に
つ
い
て
は
、
東
京
メ
ト

ロ
に
よ
る
と
４
年
度
か
ら
工
事

に
着
手
し
、
７
年
度
に
使
用
開

始
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市

の
負
担
割
合
は
、
鉄
道
駅
は
全

体
の
３
分
の
１
、
地
下
鉄
道
駅

の
場
合
は
、
28
・
56
％
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
一
部
に
県
か
ら
補
助

が
あ
る
。
ま
た
、
市
境
付
近
に

あ
る
駅
の
鉄
道
事
業
者
へ
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
駅
の
所
在
す

る
自
治
体
が
行
う
。

問　
国
は
令
和
３
年
８
月
「
新

し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る

学
校
施
設
の
在
り
方
」
に
つ
い

て
中
間
報
告
を
公
表
し
た
が
、

本
市
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
お
り
、
宮
田
小
学
校
建

て
替
え
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

性
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
新
し

い
学
び
を
実
現
す
る
学
校
に
つ

い
て
、
教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

答　
国
は
中
間
報
告
で
新
し
い

時
代
の
学
校
施
設
の
目
指
す
べ

き
姿
に
つ
い
て
、「
柔
軟
で
創

造
的
な
学
習
空
間
の
実
現
」
や

「
健
や
か
な
学
習
・
生
活
空
間

問　
京
成
本
線
菅
野
駅
で
は
、

令
和
３
年
度
を
最
終
年
度
と
す

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
市
内
鉄
道
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
元
年
６
月
定
例
会
で
質

問
し
た
総
武
線
下
総
中
山
駅
南

口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

問　
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
に

つ
い
て
は
以
前
に
も
質
問
し
た

と
こ
ろ
だ
が
、
総
武
線
の
本
八

文
化
会
館
の

大
規
模
改
修

自
治
会
等

へ
の
支
援

学

校

で

の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

学
校
施
設

の
在
り
方

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

問　
市
川
市
文
化
会
館
が
令
和

４
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
す
る
が
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
策
を
含
め
た
改
修
内
容
と

今
後
の
文
化
芸
術
振
興
に
対
す

る
効
果
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
問
う
。
ま
た
、
２
階
の
旧
無

料
休
憩
室
に
は
、
小
型
の
厨
房

設
備
な
ど
を
整
備
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

創

生

市

川

稲〔
総
括
質
問
者
〕

葉
　
健
二

国〔
一
般
質
問
形
式
〕

松
ひ
ろ
き

石〔
補
足
質
問
者
〕

原
た
か
ゆ
き

小
泉
　
文
人

加
藤
　
武
央

松
永
　
修
巳

岩
井
　
清
郎

文化会館の改修された座席と新設されたエレベーター


